
関係者各位                                         令和元年 6 月 14 日 

鹿児島ブロックの災害支援協力連絡会の議事録について 

日   時 ： 令和元年 5 月 28 日 13：30～14：30 

開 催 場 所 ： 鹿児島地域振興局 5 階会議室 

出 席 者 ： 別途資料『災害支援協力連絡会』席図参照 

 ◎福本建設部長 挨拶要旨 

・いつどこで災害が起こるか予想できない状況である。 

・災害時における、初動作業（測量・地質調査等）の協力のお願い。 

・協定の重要性の確認。 

◎鹿児島県測量設計業協会 安永会長 挨拶要旨 

・協会の業務に対する、ご理解のお礼 

・災害対応講習会を毎年開催しており、災害に対する対応方法の周知に取り組んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎鹿児島県地質調査業協会 岩田理事長 挨拶要旨 

・南海トラフ地震・その他災害への危険性の示唆 

・地震等の災害に関する危機管理体制の強化のため、地震に対する協定を締結した旨の報告。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  

 ◎新福技術主査より別紙 項目 3.打合内容についての説明 

・資料 1 連絡体制に関わる情報交換について 

・資料 2 公共土木施設等の状況や防災計画について 

・資料 3 支援協力の範囲及び災害時の被害状況調査内容について 

※別紙資料については個人情報などが明記されているため取扱には留意すること。 

上記説明に対しての質疑応答等は特になし。 

◎調査員の服装の説明や、身分証の説明 

・鹿児島県測量設計業協会より 

連絡体系図の説明・災害対策講習会の実施報告・災害調査員の服装の説明・身分証の説明（今年の身分証の色は黄色） 

 ・鹿児島県地質調査業協会より 

  連絡体制・班の説明・災害調査員の服装の説明（写真は鹿児島県地質調査業協会の調査員説明時）・講習会実施の説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎意見交換会その他について 

（安永会長） 

・大規模災害の協定に基づく活動後の契約について、緊急性に応じた随意契約の活用をお願いできないか。 

・契約についての資格要件の緩和（簡易的な作業に関して）をお願いできないか。 

（福元建設部長） 

・災害の規模にもよるが、法・規則に基づきながら臨機応変に対応していきたい。 

・資格要件の緩和（技術者等の件）については、本課との調整をしていき、できるものによっては検討していきたい。 

（安永会長） 

・ものによっては資格に縛られなくても良いものがあるかもしれないので御配慮していただければ幸いです。 

（岩田理事長） 

・緊急性に応じての随意契約を考慮していただきたい。 

（福元建設部長） 

・地質に関しても早急性を求められる場合もあると思うので対応を考えていきたい。 

（安永会長） 

・九州全体で総合応援協定を結ぶ中での情報交換を行っている。経営計画をたてながら、支援に行けることに対するお礼。 

（福元建設部長） 

・福岡県について（朝倉）参考になるような例はなかったか？ 

（安永会長） 

・福岡は地域的に対応が分かれていると聞いています。県でも対応が分かれている。朝倉は費用対効果が良かったと伺っています。 

 

 



（岩田理事長） 

・福岡や熊本で起こった災害を経験し、業界全体が担い手不足であるため、大規模災害が起こった際には、九州全体で災害に対す

る取り組みをしていこうと話し合いをしている。 

（福元建設部長） 

・担い手の採用は厳しいか？ 

（安永会長） 

・労働基準法の改定などもありましたが、正直、厳しいところはあります。出前講座などもしているが、若手獲得は難しくなって

きている。 

（福元建設部長） 

・災害査定期間が短くなっているが、業務の圧迫はあるか？ 

（安永会長） 

・あります。労働基準法で働き方改革が行われているが、期間が短いため、圧迫してでも、やらないといけない状況がある。 

技術者の技量にもよると思うが、すべてが圧迫しないとは言えない状況がある。 

（福元建設部長） 

・その他、意見はないでしょうか？ 

（岩田理事長） 

・地質業界は、人事不足が昔から深刻な問題である。熟練した職人が不足してきている。（コア抜きなどは技術取得が難しい） 

 

 

以上 
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